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1 はじめに
2012年の国際交流基金の調査 ∗1 によると，全世界の

日本語学習者は約 399万人である．また，2009年より
9.1％増加しており，日本語を勉強する外国人は増加し
ている．外国人日本語学習者の敬語使用に関する結果
によると，外国人日本語学習者は日本人と同じように
敬語は難しいと感じている [1]．そこで本研究では，外
国人向け敬語文理解支援システムを提案する．本シス
テムでは，「変換」「解釈」「翻訳」の 3つの機能を段階
的に利用することで，外国人の日本語における敬語文
理解支援を目指す．

2 関連研究
大野らは，独自の変換ルールにもとづく日本語敬語

表現の変換・解析システムを開発した [2]．変換には，
形態素解析や名詞の意味属性などが用いられる．しか
し，この研究の目的は，敬語文から普通語文への自動
変換であり，システム利用者の理解については考慮さ
れていない．
日本語における読解支援に関する研究としては，日

本語読解学習支援システムであるリーディングチュウ
太があげられる [3]．このシステムは，入力文に含まれ
る全ての単語の解釈を提示する．しかし，単純に単語
の解釈の支援だけでは，外国人が文の意味を理解する
には不十分である．また，利用者は長い入力文と解析
結果を照らし合わせながら読む必要があるため，これ
らの対応付けが難しい．
本研究では，1文ごとの解析結果を「変換」「解釈」

「翻訳」の三段階で提示することで，外国人の敬語文理
解支援を目指す．

3 敬語文理解支援システム
3.1 システムの概要

図 1にシステムの流れを示す．本稿では，「変換」「解
釈」「翻訳」の 3つの機能で，段階的に結果を提示する．
その理由は，結果全てを提示すると情報量が多く，文の
理解に時間がかかる可能性があるためである．図 2に
システムの実行例を示す．図 2-(1)より第一段階では，
まず，外国人が文章を読む負担を軽減させるために，文
章を 1文ずつに分ける．次に，形態素解析Mecab∗2 と
敬語変換ルールを用いて「変換」を行った結果を提示
する．図 2-(2)より第二段階では，外国人が第一段階の
結果で意味の理解が困難な場合，第一段階の「変換」に
加えて「解釈」を行った結果を提示する．図 2-(3)より
第三段階では，第二段階の結果で意味の理解が困難な
場合，第二段階の「変換」および「解釈」に加えて，敬
語原文の「翻訳」を行った結果を提示する．以下に各
機能について述べる．

3.2 変換
本稿では，敬語文を分かりやすい文に変更すること

を「変換」と定義する．また，「分かりやすい文」とは外
国人が理解しやすいと考えられる文のことである．例
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図 1: システムの流れ

図 2: システムの実行例
えば，「お願い申し上げます」という敬語文は「願いし
ます」という分かりやすい文に変更される．「変換」され
た文章は日本語としては正しくない場合があるが，外
国人にとっては敬語文より理解が容易である可能性が
高い．

3.3 解釈
本稿では，難しい単語を簡単な文章で説明すること

を「解釈」と定義する．Mecabの辞書をカスタマイズ
し，単語の「解釈」を辞書に入力した．「解釈」は文を
Mecabで解析し，単語の「解釈」がある単語を抽出す
る．難しい単語と簡単な文章を判断する基準は日本語
能力試験 N2(中級)を基準値にした．以下に，難しい単
語と簡単な文章の定義を示す．

難しい単語: 中級以上の単語と敬語文によく使う単語．

簡単な文章: 初級と中級以上の単語を使った文章．

例えば，「寝食」という単語は「日常生活 (食べること
と寝ること)」と説明される．
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表 1: 協力者の属性

協力者 国籍 英語 日本語レベル 日本滞在歴
A 韓国 不得意 N2 1 年～2 年
B 韓国 不得意 N2 1 年～2 年
C 韓国 不得意 N2 3ヶ月
D ベトナム 不得意 N2 6ヶ月
E ベトナム 得意 N2 6ヶ月
F ベトナム 不得意 N3～N2 3ヶ月
G ラオス 不得意 N2 3 年以上
H オーストラリア 得意 N3～N2 3ヶ月
I フランス 得意 N3～N2 3ヶ月

表 2: 文章の属性
文章 文数 1 文を分割した文数 評価値の満点

1 6 2 部分：6 60
2 8 2 部分：8 80

3 7 2 部分：6 75
3 部分：1

図 3: 評価実験に利用した文章

3.4 翻訳
本稿では，敬語文を対応言語に変更することを「翻

訳」と定義する．現在対応言語は，英語，中国語，韓
国語，ベトナム語である．

4 評価実験
4.1 実験概要

2014年 12月 26日に本システムを使用した時の敬語
文理解度について調査するため，評価実験を行った．本
実験では，中国人以外の外国人を対象とした．その理
由は，中国人は漢字で文章の意味を理解できるためで
ある．実験協力者は外国人学生 9名である．表 1に協
力者の属性を示す．日本滞在歴が 3ヶ月の協力者は交換
留学生である．
本実験では，本システムと2つの既存システム (Google

翻訳 ∗3，リーディングチュウ太)の比較を行った．協力
者は，各システムを用いて，敬語文 3文章 ∗4 の意味の
記述を行った．また，比較のため各システム使用前にも
敬語文 3文章の意味の記述を依頼した．図 3に評価実
験に利用した敬語文章の一部を示す．各システムによ
る実験結果への影響を考慮してラテン方格法を用いた．
また，協力者が書いた文章を日本人大学生 3名に評

価してもらった．協力者が書いた敬語文章の意味を評
価するため，各文章の 1文を，文の意味のまとまりで
2～3部分に分け，各部分に対して 5段階評価を行った．
評価値は，「5：同じ意味」「4：文法などに多少問題がある
が，大体同じ意味」「3：意味は何となくつかめる」「2：
雰囲気は残っているが，元の意味は分からない」「1：全
く違う意味，または意味が分からない」である．表 2
に各文章の文数と 1文の分割状況，また文章の評価値
の満点を示す．評価後に，各システムの使用前および
使用時の得点平均率を計算した．以下に，得点平均率
の計算式を示す．

(1 人当たりの各システムの平均評価値) =
(各部分の評価値合計)

(文章評価満点値)×(評価した人数)

∗3 Google 翻訳：https://translate.google.co.jp
∗4今回, 実験に使用した敬語文 3 文章はそれぞれ下記 url より参

照した．
文章 1：http://www.bunnrei.net/oiwaijyou/kannreki/201301101896.html
文章 2：http://www.bunnrei.net/oiwaijyou/kannreki/201301101896.html
文章 3：http://www.printmate.co.jp/postcard/model 701.php
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図 4: 各システム使用前および使用時の得点平均率
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図 5: 英語得意協力者および英語不得意協力者の得点平均率

(各システムの得点平均率) =
(1 人当たりの各システムの平均評価値合計)

(協力者の人数)

4.2 実験結果と考察

図 4に各システムの使用前および使用時の得点平均
率を示す．図 4より，本システム使用時の得点平均率
が最も高く，本システムを使用することで，文章の理
解度が高くなったと考えられる．しかし，リーディン
グチュウ太使用時の得点平均率と比較すると，理解度
の差は見られなかった．
図 5に英語得意協力者および英語不得意協力者の得

点平均率を示す．図 5より，英語得意協力者の本シス
テム使用時の得点平均率がリーディングチュウ太使用
時の得点平均率より低かった．リーディングチュウ太
では，英語の解釈が提示されるため，協力者は英語の
説明で文の意味を理解したと考えられる．このことか
ら，他言語得意協力者に対応するため，単語の解釈を
翻訳する機能が必要であることが分かった．

5 おわりに
本稿では，外国人向け敬語文理解支援システムを提案

した．評価実験を行った結果，下記のことが分かった．
(1) 本システム使用時における文の理解度が一番高
かったが，リーディングチュウ太使用時における
文の理解度と比較すると，差が見られなかった．

(2) 他言語得意協力者に対応するため，単語の解釈を
翻訳する機能が必要である．

今後は，単語解釈の翻訳機能の実装と，解釈用デー
タの追加を行う．
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